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FEATURE STORY 1

水
産
庁
と
日
本
水
産
に
デ
モ

「
水
産
庁
は
資
源
管
理
を
し
っ
か

り
や
れ
！
」
─
。
今
年
６
月
15

日
午
後
、
東
京
・
霞
が
関
の
農
水

省
水
産
庁
前
に
は
、
そ
ろ
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
た
男
た
ち
が
集
ま
り
、

一
斉
に
声
を
上
げ
た
。

　

デ
モ
参
加
者
の
多
く
は
釣
り
人

た
ち
で
、
中
に
は
海
外
か
ら
参
加

し
た
人
も
い
た
。
着
ぐ
る
み
の
マ

グ
ロ
の
姿
も
あ
っ
た
。
参
加
者
は

そ
の
後
、
２
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
た

水
産
大
手
の
日
本
水
産
本
社
の
前

で
も「
産
卵
期
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を

捕
る
な
」「
子
ど
も
を
産
ま
せ
ろ
」

な
ど
と
叫
ん
だ
。

　

デ
モ
の
主
催
者
は
、
横
浜
で
釣

り
具
店
を
経
営
す
る
茂
木
陽
一
氏
。

プ
ロ
の
釣
り
師
で
も
あ
る
。「
太

平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
減
少
を
肌
で

感
じ
、
そ
の
危
機
感
か
ら
デ
モ
を

呼
び
掛
け
た
」。

　

２
０
１
５
年
夏
に「
太
平
洋
ク

ロ
マ
グ
ロ
を
絶
滅
か
ら
守
る
会
」

を
立
ち
上
げ
、
約
１
カ
月
で

１
万
３
２
７
９
筆
の
署
名
と

１
２
２
８
人
の
コ
メ
ン
ト
を
集
め
、

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
や
ウ
ナ
ギ
の
資
源
枯
渇
問
題
が
話
題
に
な
る
た
び
に
、
日
本
は
常
に

国
際
社
会
か
ら
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
日
本
の
漁
村
は
後
継
者
難
か
ら

崩
壊
の
危
機
に
瀕
す
る
。
遠
洋
漁
業
は「
捕
り
過
ぎ
」と
批
判
さ
れ
、
沿
岸
漁
業
は
収

入
減
に
苦
し
む
。
日
本
の
漁
業
が「
持
続
不
可
能
」だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
改
善
で
き
る

の
か
。

「持続不可能」な
漁業との決別

（�
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2016年６月15日のクロマグロデモ㊤　投網する鹿児島県・与論漁協組合長。水を含むと10kg近い投網を投げ
られるのは今では与論島で２人だけだという。機械化・大規模化以前の漁業は持続可能だった（撮影・青木 信之）
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「持続不可能」な漁業との決別

初
め
て
の
デ
モ
を
決
行
し
た
。
初

回
は
86
人
、
２
年
目
の
今
年
は

１
０
５
人
が
参
加
し
た
。

　

抗
議
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
期
だ
。
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
４
─
６
月
に
南
西

諸
島
で
、
６
─
８
月
に
日
本
海
で

産
卵
す
る
。
い
ず
れ
も
日
本
の
領

海
内
だ
。

　

茂
木
氏
に
よ
る
と
、
メ
ス
は
腹

の
卵
を
数
回
に
分
け
て
産
む
た
め
、

し
ば
ら
く
産
卵
地
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
に
オ
ス
も
加
わ
り
、
海
面
が

濁
る
ほ
ど
の
大
集
団
に
な
る
と
い

う
。
こ
の
産
卵
場
で
の
巻
き
網
漁

が
、
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
た
今
も

続
い
て
い
る
。

手
ぬ
る
い
水
産
庁
の
規
制

　

水
産
庁
は
、
成
魚
よ
り
も
未
成

魚
の
漁
獲
規
制
が
先
決
と
判
断
。

２
０
１
５
年
か
ら
、「
メ
ジ
」や「
ヨ

コ
ワ
」と
呼
ぶ
30
㌔
㌘
未
満
の
未

成
魚
の
規
制
を
始
め
た
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
有
名
な
漁
場
で

あ
る
長
崎
県
壱
岐
島
で
は
２
０

１
３
年
、
マ
グ
ロ
の
一
本
釣
り
漁

師
た
ち
が「
壱
岐
市
マ
グ
ロ
資
源

ク
ロ
マ
グ
ロ
、
産
卵
期
の
禁
漁
は
必
須

を
考
え
る
会
」（
代
表
・
中
村
稔

氏
）を
結
成
し
た
。
10
年
前
か
ら

水
産
庁
に
資
源
保
護
を
訴
え
て
き

た
彼
ら
は
、
こ
の
規
制
で
は
回
復

は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
考
え
、
自
主

規
制
に
踏
み
切
っ
た
。

　

産
卵
期
に
は
一
本
釣
り
で
も
卵

を
抱
え
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
捕
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
隣
の
島

の
対
馬
の
漁
師
た
ち
と
と
も
に
、

２
０
１
５
年
か
ら
３
年
間
、
産
卵

期
の
２
カ
月
間
は
禁
漁
と
決
め
た
。

　

同
会
は
今
年
４
月
、
手
作
り
の

「
マ
グ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
in
壱
岐
」も
実 

現
。
壱
岐
市
の
ホ
ー
ル
に
５
０
０

人
を
集
め
た
。

　

茂
木
氏
は
今
年
７
月
、
産
卵
期

の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
最
も
水
揚
げ
さ

れ
る
鳥
取
県
・
境
港
を
訪
問
。
現

場
を
見
学
し
て
懸
念
を
伝
え
、
山

陰
旋ま
き

網あ
み

漁
業
協
同
組
合
の
白
須
邦

夫
組
合
長
を
は
じ
め
、
約
20
人
の

漁
師
た
ち
と
話
し
合
っ
た
。

「
産
卵
期
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
味
も
落

ち
る
。
売
れ
残
り
に
今
年
は
輸
入

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
１
割
以
下
の
安
値

が
付
い
た
」（
茂
木
氏
）

現
存
量
は「
資
源
崩
壊
」の
域

　

実
際
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

資
源
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
年
４
月
、
北
太
平
洋

マ
グ
ロ
類
国
際
科
学
委
員
会（
Ｉ

Ｓ
Ｃ
）は「
現
存
量
は
初
期
資
源

量
の
2.6
％
」と
発
表
し
た
。
初
期

資
源
量
の
10
％
を
切
れ
ば
、「
資
源

崩
壊
」の
域
だ
。
し
か
も
、
こ
の
数

年
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
が
発
表
す
る
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
量
は「
下
方

修
正
」の
連
続
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
水
産
庁
増
殖

推
進
部
漁
場
資
源
課
国
際
資
源
班

の
川
端
淳
氏
は「
非
常
に
変
動
の

大
き
な
魚
な
の
で
、
詳
細
に
調
査

し
な
い
と
実
際
の
資
源
量
を
推
測

で
き
な
い
。
数
％
し
か
い
な
い
と

い
う
評
価
は
、
あ
ま
り
に
極
端
だ

と
思
う
」と
述
べ
た
。
水
産
庁
は
、

そ
も
そ
も「
初
期
資
源
量
」を
ベ
ー

ス
に
議
論
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
だ
。

　

元
水
産
庁
次
長
で
国
立
研
究
開

発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
理

事
長
の
宮
原
正
典
氏
は
、「
全
く

漁
獲
し
な
い
場
合
の
最
大
値
を
計

算
し
た
だ
け
の
参
考
値
を
初
期
資

源
量
と
言
い
換
え
て
い
る
。
実
際

に
記
録
が
あ
る
の
は
、
戦
後
ク
ロ

マ
グ
ロ
漁
を
始
め
て
す
ぐ
の
時
代

の
親
魚
12
万
㌧
弱
と
い
う
数
字

だ
」と
言
う
。

　

現
存
量
の
２
万
㌧
弱
は
、
水
産

庁
の
認
識
で
は
当
初
の
約
17
％
で

あ
る
。「
今
よ
り
少
な
い
時
代
も

あ
っ
た
が
復
活
し
た
。
ク
ロ
マ
グ

ロ
は
不
思
議
な
魚
で
、
稚
魚
の
生

き
残
る
量
が
環
境
要
因
で
大
き
く

増
減
す
る
。
当
た
り
年
に
は
ぐ
ん

と
増
え
る
」（
宮
原
氏
）。

　

さ
ら
に
、
宮
原
氏
は「
産
卵
期

だ
け
我
慢
し
て
も
、
そ
の
前
後
に

　

若
手
を
仮
に
39
歳
以
下
と
す
る

と
、
日
本
の
若
手
漁
業
者
は
全
体

の
18
％
し
か
い
な
い
。
１
９
６
３

年
に
62
万
人
以
上
い
た
漁
業
者
は
、

２
０
１
５
年
に
は
16
万
７
千
人
ま

で
減
少
。
２
０
０
９
年
あ
た
り
か

ら
、
そ
の
約
半
数
を
60
歳
以
上
が

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漁
船
が

５
㌧
未
満
の
個
人
経
営
の
漁
師
の

約
９
割
に
後
継
者
が
い
な
い
。

　

農
林
水
産
省
の
調
査
で
は
、
継

が
な
い
理
由
と
し
て
６
割
以
上
の

人
が「
天
候
や
魚
価
の
変
動
に
影

響
を
受
け
や
す
く
収
入
が
不
安

定
」を
挙
げ
た
。
次
い
で
、「
も
う
か

ら
な
い
」「
労
働
環
境
が
悪
い（
き

つ
い
、
危
険
な
ど
）」が
多
か
っ
た
。

　

沿
岸
漁
業
者
の
２
０
１
４
年
の

平
均
所
得
は
、
２
５
３
万
円
。
海

面
養
殖
業
者
の
５
４
１
万
円
が
平

均
を
押
し
上
げ
て
お
り
、
沿
岸
の

漁
船
漁
業
者
に
限
れ
ば
、２
０
０
万

円
に
満
た
な
い
。
水
産
庁
は
２
０

０
９
年
か
ら「
も
う
か
る
漁
業
」

を
目
指
す
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
目
立
っ
た
効
果
は
表
れ

て
い
な
い
。

個
人
漁
師
の
９
割

「
後
継
者
な
し
」
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２
０
１
７
年
か
ら
出
荷
予
定
だ
。

　

政
府
は
ウ
ナ
ギ
の
完
全
養
殖
の

実
用
化
も
急
い
で
い
る
。
稚
魚（
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
）の
大
量
生
産
シ
ス
テ

ム
の
実
証
事
業
に
２
０
１
４
年
度

は
２
億
５
千
万
円
、
２
０
１
５
─

２
０
１
６
年
度
は
、
約
３
億
１
千 

万
円
ず
つ
予
算
を
付
け
た
。

　

２
０
０
２
年
に
世
界
初
の
マ
グ

ロ
の
完
全
養
殖
を
成
功
さ
せ
た
近

畿
大
学
は
、
完
全
養
殖
ウ
ナ
ギ
の

普
及
に
も
時
間
が
か
か
る
と
考
え
、

ウ
ナ
ギ
の
代
替
と
し
て
、
完
全
養

殖
技
術
が
既
に
あ
る
マ
ナ
マ
ズ
を

選
択
。「
ウ
ナ
ギ
味
の
ナ
マ
ズ
」を

開
発
し
た
。

　

イ
オ
ン
は
今
年
７
月
、「
丑
の

日
」に
向
け
て
い
ち
早
く「
近
大

ナ
マ
ズ
」の
か
ば
焼
き
を
発
売
し

た
。
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
の
食
品
商

品
企
画
本
部
水
産
企
画
部
の
松
本

金
蔵
部
長
は
、「
皮
ま
で
や
わ
ら

か
く
仕
上
げ
る
た
め
に
焼
き
方
の

研
究
に
半
年
か
け
た
」と
語
る
。

　

仕
入
れ
量
が
安
定
し
た
ら
丑
の

日
に
限
ら
ず
店
頭
に
並
べ
る
予
定

で
、
ナ
マ
ズ
の
か
ば
焼
き
専
用
の

ラ
イ
ン
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。

捕
っ
て
し
ま
え
ば
同
じ
こ
と
。
大

切
な
の
は
数
量
的
な
管
理
だ
」と

強
調
す
る
。
水
産
庁
は
、
よ
う
や

く
今
年
か
ら
、
未
成
魚
に
加
え
て

成
魚
の
漁
獲
に
も
上
限
を
設
け
た
。

産
卵
期
を
含
む
年
間
を
通
し
て
、

成
魚
の
漁
獲
量
を
規
制
す
る
。

　

成
魚
を
あ
る
程
度
残
し
て
産
卵

さ
せ
、
未
成
魚
の
乱
獲
を
止
め
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
捕
る
方
針
だ
。

　

宮
原
氏
は
、
水
産
庁
の
規
制
が

「
後
手
に
回
っ
た
」と
認
め
つ
つ
、

「
な
ん
と
か
間
に
合
う
」と
楽
観

的
だ
。
一
方
、
デ
モ
で
声
を
上
げ

た
茂
木
氏
た
ち
は
、水
産
庁
の「
大

き
く
し
て
か
ら
捕
る
」考
え
に
は

賛
同
し
つ
つ
、「
罰
則
が
な
く
上

限
値
が
高
い
現
行
の
規
制
は
全
く

無
効
」と
断
言
す
る
。

　

９
月
初
旬
、
中
西
部
太
平
洋
ま

ぐ
ろ
類
委
員
会（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）

北
小
委
員
会
会
合
が
福
岡
市
で
開

か
れ
た
。
資
源
量
が
極
め
て
少
な

く
な
っ
た
場
合
に
発
動
す
る「
緊

急
ル
ー
ル
」を
決
め
る
会
合
だ
っ

た
が
、
議
長
国
の
日
本
は
参
加
国

の
意
見
を
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

大
西
洋
を
回
遊
す
る
別
種
の
大

西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
絶
滅
危
惧
種

だ
が
、
こ
の
種
は
産
卵
期
の
禁
漁

を
含
む
厳
し
い
規
制
の
効
果
が
約

４
年
で
現
れ
、
資
源
量
が
６
年
で

３
倍
に
増
え
た
と
い
う
。

「
産
卵
後
の
約
３
週
間
だ
け
漁
を

解
禁
し
た
ら
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
最

初
の
３
日
で
漁
獲
枠
を
満
た
し
た

そ
う
だ
。
漁
師
た
ち
は
た
っ
ぷ
り

休
ん
で
い
る
し
、
み
ん
な
豊
か
」

と
茂
木
氏
。
世
界
の
実
例
を
見
聞

き
し
て
い
る
漁
師
や
釣
り
師
は
、

長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
信
じ
て
有

効
な
規
制
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　

資
源
の
管
理
責
任
を
負
う
の
は

行
政
に
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
編
集

部
は
、
大
手
の
水
産
会
社
、
回
転

寿
司
チ
ェ
ー
ン
、
ス
ー
パ
ー
や
百

貨
店
な
ど
小
売
業
の
意
識
を
知
る

た
め
、
全
24
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。

　

回
答
企
業
17
社
の
う
ち
、
明
文

化
・
公
表
さ
れ
た
調
達
方
針
と
基

準
を
持
つ
の
は
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
、東

洋
水
産
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、合
同

会
社
西
友
の
４
社
だ
け
だ
っ
た
。

　

産
卵
期
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ

や
絶
滅
危
惧
種
の
ウ
ナ
ギ
類
の
扱

い
に
つ
い
て
は
、
自
主
的
に
控
え

て
い
る
企
業
が
あ
る
一
方
で
、

扱
っ
て
い
な
が
ら
今
後
減
ら
す
予

定
も
な
い
企
業
が
マ
グ
ロ
で
２
社
、

ウ
ナ
ギ
で
６
社
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ

報
告
書
に
あ
る
理
念
が
、
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
り

わ
け
９
社
の
う
ち
３
社
し
か
ア
ン

ケ
ー
ト
に
応
じ
な
か
っ
た
回
転
寿

司
チ
ェ
ー
ン
の
意
識
は
低
い
。

　

消
費
者
に
人
気
の「
本
ま
ぐ
ろ

（
ク
ロ
マ
グ
ロ
）」を
扱
う
小
売
り

の
回
答
に
は
、「
な
る
べ
く
完
全

養
殖
の
も
の
に
切
り
替
え
る
」と

い
っ
た
記
述
が
散
見
さ
れ
た
。
完

全
養
殖
は
人
工
飼
育
下
で
採
卵
か

ら
産
卵
ま
で
完
結
さ
せ
る
た
め
、

天
然
資
源
へ
の
依
存
を
減
ら
す
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

普
及
後
の
環
境
影
響
は
未
知
数

だ
が
、
水
産
大
手
が
競
う
よ
う
に

開
発
中
だ
。
民
間
企
業
と
し
て
初

め
て
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
に

成
功
し
た
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
は
、
す

で
に
２
０
１
５
年
か
ら
商
業
化
し

て
い
る
。
極
洋
と
日
本
水
産
は

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
８
割
、
ウ
ナ
ギ
の
４
割
を
消
費

　

Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
際
連
合
食
糧
農
業

機
関
）に
よ
る
と
、
世
界
の
水
産

資
源
の
31
・
４
％
が「
過
剰
利
用

（
乱
獲
）ま
た
は
枯
渇
」の
状
態
に

あ
る
。
世
界
の
マ
グ
ロ
類
は
７
種
、

ウ
ナ
ギ
類
は
19
種
。
う
ち
複
数
の

種
が
高
く
売
れ
る
日
本
に
集
め
ら

れ
て
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
ミ
ナ
ミ

マ
グ
ロ
、
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
・

メ
バ
チ
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
、
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
、
ア
メ
リ
カ
ウ
ナ
ギ
、
ボ
ル

ネ
オ
ウ
ナ
ギ
な
ど
が
、
次
々
と
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ（
国
際
自
然
保
護
連
合
）

の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
た
。

　

近
年
、
和
食
ブ
ー
ム
の
影
響
も

あ
り
、
海
外
で
魚
食
が
急
伸
し
た
。

逆
行
す
る
よ
う
に
肉
食
へ
の
シ
フ

ト
が
進
ん
だ
日
本
の
一
人
当
た
り

の
食
用
魚
介
類
消
費
量
は
、
い
ま

や
世
界
６
位
だ
。
そ
れ
で
も
日
本

は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
約
８
割
、
ウ

ナ
ギ
の
約
４
割
を
消
費
し
て
い
る
。
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ウ
ナ
ギ
に
集
中
し
が
ち
な
消
費

の
分
散
を
図
る
べ
く
代
替
品
を
提

案
す
る
小
売
り
は
他
に
も
あ
っ

た
。 

百
貨
店
の
そ
ご
う
・
西
武
は
、

丑
の
日
に
サ
ン
マ
な
ど
の
か
ば
焼

き
風
ス
タ
ミ
ナ
商
材
を
販
売
し
た
。

エ
コ
ラ
ベ
ル
を
活
用
す
る

　

イ
オ
ン
は
、
持
続
可
能
な
水
産

品
を
店
頭
で
選
び
や
す
く
す
る
エ

コ
ラ
ベ
ル
の
普
及
に
熱
心
だ
。
今

年
４
月
の
時
点
で
扱
っ
て
い
る
Ｍ

Ｓ
Ｃ（
海
洋
管
理
協
議
会
）認
証

付
き
天
然
魚
介
は
16
種
34
品
目
、

Ａ
Ｓ
Ｃ（
水
産
養
殖
管
理
協
議
会
）

認
証
付
き
養
殖
魚
介
は
５
種
10
品

目
に
達
し
た
。
認
証
品
を
集
め
た

売
り
場「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ト
ン
」は
、

全
国
23
店
舗
に
展
開
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
、
日
本
で
Ｍ
Ｓ

Ｃ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
漁
業
は

２
種
。
ア
カ
ガ
レ
イ
と
ホ
タ
テ
ガ

イ
だ
け
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｃ
は
カ
キ
養
殖

の
１
種
。
そ
の
た
め
、
店
頭
で
目

に
す
る
認
証
品
は
輸
入
水
産
物
ば

か
り
だ
。

　

い
ま
や
世
界
の
食
用
向
け
天
然

魚
の
漁
業
の
約
12
％
が
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認

証
を
受
け
て
お
り
、
白
身
魚
に

至
っ
て
は
全
漁
獲
量
の
約
46
％
が

Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
品
で
あ
る
。
で
は
、な

ぜ
日
本
で
は
普
及
し
に
く
い
の
か
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
は
２
０
０
３

年
に「
持
続
可
能
な
漁
業
に
向
け
た

グ
ロ
ー
バ
ル
方
針
」
を
策
定
。

２
０
１
１
年
以
降
、
欧
州
、
米
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
フ
ィ
レ
オ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

バ
ー
ガ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ

ラ
ベ
ル
を
付
け
た
。
だ
が
、日
本
で

は
ま
だ
表
示
が
な
い
。

　

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
岩
井
正

人
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

本
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「
す
で
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
魚
を
調

イ
オ
ン
で
完
売
し
た
税
込
み
１
５
９
８
円
の

「
近
大
な
ま
ず
の
蒲
焼
」

水産物の調達方針に関する企業アンケート
オルタナ編集部は８月、企業の水産物の調達に関する意識調査のため、調達方針に関する企業アンケートを実施した。

業種 企業名 調達方針 調達基準 持続可能な調達に
関する取り組み

回
転
寿
司

アールディーシー（がってん寿司） ○ ○ ○

あきんどスシロー（スシロー） 情報開示を行っていない

カッパ・クリエイト（かっぱ寿司） 答えられない

喜代村（すしざんまい） ○ ○ ×

くらコーポレーション（無添くら寿司） 無回答（HP情報が全て）

元気寿司 調達方針は設けておらず、複数の商社に任せている

サトレストランシステムズ（にぎり長次郎） 答えられない

ジー・テイスト（平禄寿司） 無回答

ゼンショーホールディングス（はま寿司） ○ ○ ○

銚子丸（すし銚子丸） 無回答

水
産
会
社

極洋 無回答 無回答 ○

東洋水産 ○ ○ ○

ニチレイ ○ ○ ○

日本水産 ○ ○ ○

マルハニチロ ○ ○ ○

小
売

イトーヨーカ堂 ○ ○ ○

イオンリテール ○ ○ ○

合同会社西友 ○ ○ ○

日本生協連 × × ○

百
貨
店

エイチ・ツー・オー リテイリング（阪急阪神百貨店） ○ ○ ×

そごう・西武 ○ ○ ○

大丸松坂屋百貨店 準備中 準備中 ○

高島屋 × × 無回答

三越伊勢丹ホールディングス × × ○
※2016年９月現在


